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１．はじめに 

 JR新小岩駅では平成 24年 11月に自由通路部の都

市計画決定がなされ，平成 25 年 11 月に新小岩駅南

北自由通路整備工事に着手した．平成 30 年 6 月に南

北自由通路が暫定使用開始となった（図-1）．本稿で

は自由通路整備工事の内，ボックスカルバートの構

築について施工上の課題や対策について報告する． 

２．工事概要 

当該駅は総武快速線および総武緩行線の停車駅で

あり，2 面 4 線の島式ホームを有する駅である．また，

総武快速線に平行して JR 貨物線 3 線(北側から貨物

到着線，西部引上線，貨物出発線)がある．総武緩行

線は高架式構造，総武快速線および JR 貨物線部は盛

土構造となっている（図-2【工事前】）．自由通路整

備に伴い，JR 貨物線 3 線（以下：貨物線）の軌道直

下の盛土部では工事桁を架設後，ボックスカルバー

トの構築を行う．総武快速線では工事桁を架設後，

高架橋の新設を行う（図-2【工事後】）. 

３．ボックスカルバート概要 

ボックスカルバートの構造形式を以下に示す． 

・構造形式 1 層 1 径間 RC ボックスカルバート 

・構造延長 線路方向 L=11.7m， 

線路直角方向 L=14.6m 

・躯体内空寸法 W=10.5m H=3.9m 

(1)施工概要 

貨物線に架設した工事桁は下路式 3 線 4 主桁の一

体化した構造であることや，工事桁とボックスカル

バート天端の離隔が最大 349mm しか確保できない

ことから，ボックスカルバート上床版のコンクリー

ト打設時の締固めが困難である（図-3）．そのため，

上床版の構築は設計位置より 1050mm 下げた位置で

ジャッキサンドル材と支保工を組み立て，コンクリ

ート打設，養生後にジャッキを用いて設計位置まで

扛上し，その後に側壁を構築するジャッキアップ工

法を採用した（図-4）．ジャッキアップ工法を採用す

るにあたり，以下の課題が挙げられた． 

・課題①後施工となる側壁の充填方法 

・課題②ジャッキアップ時の適切な施工管理 

４．後施工となる側壁の充填対策 

(1)壁部コンクリート打設 

壁部の施工は，型枠の設置により，バイブレータ

ーで締固めをする箇所を確保することが困難である 

フィットネスクラブ
ティップネス新小岩

キクヤビル

充電室

駅長室
駅務室

集計室
出札室

びゅうプラザ

ス
ロ

ー
プ

電気室

機械室

既存駅舎

倉庫

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

飲食店 カフェ・ベーカリー
書籍

無印良品ラチ内コンコース

ミネドラッグ

クッターナ

駐 輪 場
鈴亀ビル
第一

第一書林

かに谷

エスパス日拓
新小岩ビル

新小岩北口
催事場

新沢ビル

LIBERTYBUILDING

ＳＥＩＹＵ

北口駅前広場

南口駅前広場

味の旬鮮館

松屋

蒔田寿司

東栄ビル
タクシー乗場

岩盤浴
天癒館

旅客便所 岩盤浴
天癒館

物置

総武線快速下り

総武線快速上り

総武線緩行下り

総武線緩行上り

トイレ
麺どころ新小岩公共

ＥＶ

総武快速上り線

総武緩行上り線

貨物到着線

施工ヤード

東
京
方
面

千
葉
方
面

駅務室撤去

ＥＶ

駅務室新設

駅務室

スカイデッキたつみ

仕上げ工事

ESC

ESC

ESC

ESC
駅施設・トイレ等

南
北
自
由
通
路

（暫定）

総武快速下り線

総武緩行下り線

貨物引上線

貨物出発線

 
図-1 新小岩駅南北自由通路暫定使用開始（平面図） 

 

 
図-2 自由通路の構造（断面図） 

349

工事桁

BOXカルバート

 
図-3 工事桁とボックスカルバート天端の離隔 
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ため，締固めが不要な高流動コンクリートを使用し

た（図-5）．また，壁部と上床版コンクリートの隙間

には，空間を充填するために無収縮モルタルを打設

した． 

(2)ひび割れ抑制対策 

高流動コンクリートを使用することで，セメント

量増加により側壁のひび割れ発生が懸念された．ボ

ックスカルバートの鉄筋配置は配筋（水平方向）を

250mm ピッチとしていたが，よりひび割れを抑制す

るために鉄筋間隔を 125mm とした．また，コンクリ

ート打設時に膨張剤を入れ，ひび割れを抑制した. 

５．ジャッキアップ時の適切な施工管理 

(1)ジャッキアップ設備 

ジャッキアップ設備は，サンドル架台と 500kN の

油圧メインジャッキ 8 台を使用した．また各メイン

ジャッキの周りには 150kN のジャーナルジャッキ 4

台を配置し，荷重を受け替え，サンドル材にて盛替

え作業を行った（図-6）．ジャッキストローク長は最

大 200mm だが，調整代を残すために 1 回あたりのジ

ャッキアップ量を 150mm とした． 

(2)施工計測管理 

ジャッキアップ時の施工計測管理では全ジャッキ

を均等に扛上するため，リニアエンコーダーを使用

した扛上量計測を実施し，変位自動制御装置により

上床版への過剰な偏心荷重の発生を防止した．変位

の計測は，各上床版の受桁両端部の 4 箇所で管理を

行い（図-7），相対変位の管理値を上床版応力度照査

より 4mm とした．ジャッキアップ時の最大変位は

2mm であり，上床版のジャッキアップを安全に完了

することができた． 

 

 
図-6 ジャッキアップ詳細図 

 
図-7 ジャッキ，計測機の設置位置 

６．おわりに 

新小岩駅南北自由通路整備工事でのボックスカル

バートの施工については，上記に示すジャッキアッ

プ工法を用いて無事完了した． 

本プロジェクトは葛飾区が駅周辺の回遊性の向上に

より周辺地域活性化を図るための重要な事業として

位置付けており，地元住民からの期待も高い．現在

は自由通路本使用開始（2019 年夏頃）に向けて順調

に工事を進めている． 

 

 

Step.1 壁型枠 Step.2 壁（高流動）Con打設

Step.3 はつり落し Step.4 無収縮注入

注入箇所

 

図-4 上床版ジャッキアップ 図-5 壁部コンクリート打設 
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